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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　雨水を導入可能な導入口、建物躯体に形成される排水路の始端である雨水排水口の周縁
部に係止して雨水を前記導入口に導入し得るつば部、及び、所定水位を越える過剰な水を
前記排水路に排水し得る排水部を有し、且つ前記雨水排水口を通して前記排水路内に嵌入
自在な貯水容器を設け、前記貯水容器内に収容された水を容器外に汲み上げ可能な汲み上
げ機構を備える雨水集水装置。
【請求項２】
　前記汲み上げ機構が、前記貯水容器内に収容された水を汲み上げ可能な汲み上げポンプ
と、前記汲み上げポンプによって汲み上げられた水が流通し得る汲み上げ管とを備える請
求項１に記載の雨水集水装置。
【請求項３】
　前記導入口に、前記雨水中に含まれる固形物を除去し得るフィルター部を設けている請
求項１又は２のいずれか１項に記載の雨水集水装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載される雨水集水装置、植物を栽培可能な植物栽培装
置、並びに前記雨水集水装置によって汲み上げられた水を前記植物栽培装置に供給し得る
給水機構を備える植物栽培システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、建物躯体に形成される雨水排水口に流入した雨水を貯水し得る貯水容器と、
その貯水容器内に収容された水を汲み上げ可能な汲み上げ機構とを備える雨水集水装置に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　上記雨水集水装置によれば、建物躯体（一般家屋、ビル等）の屋根や屋上に降る雨水を
効率良く回収することができる。
　尚、回収された雨水は、種々の用途（例えば、植物への散水やトイレの流し水等）で有
効利用することができる。
　また、この様な雨水集水装置に関する従来技術としては、前記貯水容器を備えて雨水を
集水し得る集水器を、建物躯体の軒先に配設したものが提案されている。（特許文献１参
照）
【０００３】
【特許文献１】特公昭５６－３８７３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述の従来の雨水集水装置を既設の建物に取付けようとする場合、集水器を、その建物
の軒先に配設するため、雨水を前記雨水排水口から集水器まで移送する排水管等を新たに
設ける必要があり、その建物を改造しなければならない。
　尚、建物を新設する際に前記雨水集水装置を設けようとしても、前記雨水集水装置を組
み込めるようにその建物を設計する必要があり、建物の施工性が悪くなるという問題が生
じていた。
　本発明は、上記実情に鑑みてなされたものであって、建物を改造することなく容易に取
付け可能な雨水集水装置を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第１特徴構成は、雨水を導入可能な導入口、建物躯体に形成される排水路の始
端である雨水排水口の周縁部に係止して雨水を前記導入口に導入し得るつば部、及び、所
定水位を越える過剰な水を前記排水路に排水し得る排水部を有し、且つ前記雨水排水口を
通して前記排水路内に嵌入自在な貯水容器を設け、前記貯水容器内に収容された水を容器
外に汲み上げ可能な汲み上げ機構を備える点にある。
【０００６】
〔作用及び効果〕
　本発明の雨水集水装置は、建物を改造することなく、その建物に既設の雨水排水口に容
易に設置することができる。
　即ち、本発明の雨水集水装置を設置するには、貯水容器を、雨水排水口に嵌入させ、そ
のつば部を雨水排水口の周縁部に係止させるだけで良い。
　雨水排水口に流入してきた雨水は、つば部上を流れて導入口に入り、貯水容器内に収容
される。収容された雨水は、本発明における汲み上げ機構によって汲み上げられ、種々の
用途（例えば、植物への散水やトイレの流し水等）に利用することができる。
　尚、本発明の雨水集水装置においては、大雨等で大量の水が貯水容器内に流入してくる
ような場合であっても、貯水容器の所定水位を越えると、その過剰水が排水部から排水路
に排水される構成となっているため、建物の雨水排水口から水が溢れ出て、屋上等を水浸
しにする心配もない。
【０００７】
　本発明の第２特徴構成は、前記汲み上げ機構が、前記貯水容器内に収容された水を汲み
上げ可能な汲み上げポンプと、前記汲み上げポンプによって汲み上げられた水が流通し得
る汲み上げ管とを備える点にある。
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〔作用及び効果〕
　本発明の雨水集水装置における汲み上げ機構は、貯水容器内に収容された水を汲み上げ
可能な汲み上げポンプと、その汲み上げポンプによって汲み上げられた水が流通し得る汲
み上げ管とを備える構成であるため、貯水容器内に収容された水を効率良く汲み上げるこ
とができ、貯水容器内の水をより一層利用し易くなる。
【０００８】
　本発明の第３特徴構成は、前記導入口に、前記雨水中に含まれる固形物を除去し得るフ
ィルター部を設けている点にある。
〔作用及び効果〕
　本発明の雨水集水装置によれば、導入口に、雨水中に含まれる固形物を除去し得るフィ
ルター部を設けているため、固形物の蓄積による貯水容器内の容積の減少（即ち、貯水し
得る雨水の量が減少する）を防止し得ると共に、固形物が除去された、より清澄な雨水を
利用することができるようになる。
【０００９】
　本発明の第４特徴構成は、請求項１～３のいずれか１項に記載される雨水集水装置、植
物を栽培可能な植物栽培装置、並びに前記雨水集水装置によって汲み上げられた水を前記
植物栽培装置に供給し得る給水機構を備える植物栽培システムである点にある。
〔作用及び効果〕
　本発明の植物栽培システムによれば、潅水作業が簡便化され得、植物を効率良く栽培す
ることが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
〔実施形態〕
　図１及び図２は、本発明の雨水集水装置１を、建物躯体２（一般家屋、ビル等）の屋上
に設置したときの様子を模式的に示したものである（図１：斜視図、図２：断面図）。尚
、図１及び図２中の矢印（点線）は、雨水の流れを示す。
　また、図３は、本発明の雨水集水装置１における貯水容器５の斜視図である。
　本発明の雨水集水装置１は、排水路４の始端である雨水排水口３に流入した雨水を貯水
し得る貯水容器５と、その貯水した水を汲み上げ可能な汲み上げ機構６とを備えている。
【００１１】
　（貯水容器）
　図１～図３に示されるように、貯水容器５は、雨水を導入可能な導入口７、導入された
雨水を貯水し得る貯水部８、所定水位を越える過剰な水をオーバーフローによって排水路
４に排水し得る排水部９、並びに、雨水排水口３の周縁部に係止し得且つ導入口７に雨水
を導入可能なつば部１０を備えている。また、貯水容器５は、雨水排水口３を通して排水
路４内に嵌入自在に形成されている。
　また、本実施形態においては、導入口７に、雨水中に含まれる固形物を除去し得るフィ
ルター部１１を設ける構成としてあるが、この構成に限定されるものではなく、必要に応
じて設ける構成として良い。
　尚、貯水容器５が収容し得る水は、雨水に限定されるものではなく、雨水排水口３に流
入し得る水であれば特に限定されるものではない。
【００１２】
　（汲み上げ機構）
　本発明における汲み上げ機構は、貯水容器内に収容された水を汲み上げ可能な構成であ
れば特に限定されるものではないが、例えば、貯水容器内に収容された水を汲み上げ可能
な汲み上げポンプと、汲み上げポンプによって汲み上げられた水が流通し得る汲み上げ管
とを備える構成とすることができる。
　図１及び図２に示すように、本実施形態における汲み上げ機構６は、貯水部８に収容さ
れた水を汲み上げ可能な汲み上げポンプ１２、建物躯体２の屋根や屋上に設けられる貯水
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タンク１３、及び、汲み上げポンプ１２と貯水タンク１３とを連通する汲み上げ管１４を
備えている。
　雨が降り、雨水排水口３に流入してきた雨水は、つば部１０上を流れて導入口７に入り
、貯水部８に貯水される。貯水部８に貯水された雨水は、汲み上げポンプ１２によって、
汲み上げ管１４を通って貯水タンク１３まで汲み上げられて貯水される。貯水タンク１３
に貯水された雨水は、種々の用途（例えば、植物への散水やトイレの流し水等）に利用す
ることができる。
【００１３】
　（設置方法）
　次いで、雨水集水装置１の設置方法の概略を説明する。（図示せず）
　雨水集水装置１を建物躯体２に設置するには、先ず、貯水容器５を排水路４の始端であ
る雨水排水口３に嵌入させ、つば部１０を雨水排水口３の周縁部に係止させる。このとき
、貯水容器５の貯水部８は、排水路４内に設置されることとなる。
　次いで、導入口７に、フィルター部１１を取付ける。
　最後に、フィルター部１１に設けられている挿入口１５から、汲み上げポンプ１２（汲
み上げポンプ１２には、貯水タンク１３と連通する汲み上げ管１４が取付けられている）
を挿入して、貯水容器５の底部に配置する。
【００１４】
〔別実施形態〕
　図４は、本発明の雨水集水装置１の別実施形態を模式的に示した断面図である。尚、上
記実施形態と同様の機能を有する構成部材については、同じ符号を付して、その説明を省
略し、上記実施形態と異なる点についてのみ説明する。
　図４に示されるように、本実施形態における貯水容器５には、その内部に、内筒部５ａ
が形成されている。貯水部８は、内筒部５ａと外筒部５ｂとの間に形成されており、排水
部９が、内筒部５ａに設けられている。
　また、本実施形態においては、貯水容器５の所定水位を越える過剰な水は、排水部９か
らオーバーフローして、内筒部５ａの中を通って排水路４に排水される構成となっている
。
【００１５】
〔その他の実施形態〕
　１．本発明の雨水集水装置においては、貯水容器内に各種センサー（例えば、水位セン
サー等）を設ける構成としても良い。
　２．本発明の雨水集水装置における貯水容器は、蛇腹形状を有するものであっても良く
、この場合、排水口内の排水路が曲管である場合に設置し易くなる。
【実施例】
【００１６】
　本発明の雨水集水装置１の実施例を以下に示す。
　本発明の雨水集水装置１によって集められた水は、例えば、植物栽培に利用することが
可能であり（即ち、潅水用の水として利用可能）、本発明の雨水集水装置と、適当な植物
栽培装置とを組み合わせることによって、潅水作業が簡便化され得、植物を効率良く栽培
することが可能な植物栽培システムを容易に構築することができる。
【００１７】
（実施例１）
　図５は、本発明の雨水集水装置１と、植物栽培装置とを組み合わせて構築した植物栽培
システム１８を模式的に示したものであり、植物栽培システム１８は、雨水集水装置１、
植物を栽培可能な植物栽培装置、並びに、雨水集水装置１によって汲み上げられた水を植
物栽培装置に供給し得る給水機構１７を備えている。
　植物栽培システム１８においては、雨水集水装置の貯水タンク１３内に貯水されている
水が、給水機構１７によって、植物栽培装置に自動的に供給される構成となっている。
　また特に、この植物栽培システム１８を建物の屋上等で使用する場合、雨水集水装置１



(5) JP 4886659 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

と植物栽培装置とを互いに近接した状態で設置することが可能であるため、雨水集水装置
１の汲み上げ機構６や給水機構１７における作動エネルギーの省力化を図ることができる
。。
【００１８】
　本実施例における給水機構１７及び植物栽培装置について以下に詳述する。
　（給水機構）
　給水機構１７は、貯水タンク１３に収容された水を、植物栽培装置に供給可能な給水ポ
ンプ１９、及び、給水ポンプ１９と植物栽培装置とを連通する給水管２０（ホース等）を
備えている。
　（植物栽培装置）
　植物栽培装置は、図６～図８に示すように、例えば、合成樹脂製の矩形の容器本体２１
を備え、その容器本体２１は、植物Ｐ（図９～図１１参照）を栽培するための植栽用空間
２２を形成するように、底壁２３とその底壁２３の四辺から立設された４つの側壁２４を
備えている。
　容器本体２１の植栽用空間２２は、図７を参照して、縦方向に延びる仕切り壁２５と横
方向に延びる区画壁２６により多数の単位植栽用空間２２ａに区画されている。すなわち
、この実施形態では、３つの仕切り壁２５と３つの区画壁２６によって、合計１６個の単
位植栽用空間２２ａに区画され、仕切り壁２５には、植栽用水Ｗ（図９および図１０参照
）のための連通孔２７が設けられ、さらに、左右の側壁２４間にわたっては、単位植栽用
空間２２ａの上面の一部を覆う４つの上壁２８が連設されている。
【００１９】
　そして、図６に示す横姿勢Ａ、つまり、植栽用空間２２が上方に向けて開口する容器本
体２１の横姿勢Ａにおいて、図９に示すように、容器本体２１の底壁２３と側壁２４が、
植栽用水（雨水）Ｗを貯水する横姿勢貯水部２９を形成し、図７および図８に示す縦姿勢
Ｂ、つまり、植栽用空間２２が横側方に向けて開口する容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいて
、図１０に示すように、容器本体２１の底壁２３、側壁２４、区画壁２６、および、上壁
２８が、植栽用水Ｗを貯水する縦姿勢貯水部３０を形成する。
　この実施形態の場合、容器本体２１の横姿勢Ａにおいては、底壁２３、側壁２４、仕切
り壁２５、および、区画壁２６が、合計１６個の単位横姿勢貯水部２９ａを形成して、横
方向に並ぶ４個の単位横姿勢貯水部２９ａが、連通孔２７によってそれぞれ連通される。
そして、容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいては、底壁２３、側壁２４、仕切り壁２５、区画
壁２６、および、上壁２８が、合計１６個の単位縦姿勢貯水部３０ａを形成し、より具体
的には、底壁２３、側壁２４、仕切り壁２５、および、上壁２８が、図７において最下段
に位置する４個の単位縦姿勢貯水部３０ａを形成し、底壁２３、側壁２４、仕切り壁２５
、区画壁２６、および、上壁２８が、残り１２個の単位縦姿勢貯水部３０ａを形成して、
横方向に並ぶ４個の単位縦姿勢貯水部３０ａが、連通孔２７によってそれぞれ連通される
ように構成されている。
【００２０】
　容器本体２１の横姿勢貯水部２９と縦姿勢貯水部３０には、それら貯水部２９，３０内
における植栽用水Ｗを一定量以下に維持するためのオーバーフロー用の筒状体３１が設け
られ、その筒状体３１の一端開口部がオーバーフロー用の排水口３２に、他端開口部が排
水出口３３に構成されている。
　すなわち、この実施形態では、図７を参照して、左側の４個の単位植栽用空間２２ａと
右側の４個の単位植栽用空間２２ａとの合計８個の単位植栽用空間２２ａに、それぞれ筒
状体３１が設けられている。各筒状体３１の排水口３２は、その排水口３２の排水始端部
が、図９に示す横姿勢Ａにおいて、容器本体２１の底壁２３から上壁２８側へ所定距離ａ
だけ離れた位置で、かつ、図１０に示す縦姿勢Ｂにおいて、容器本体２１の側壁２４また
は区画壁２６から単位植栽用空間２２ａ内に所定距離ｂだけ離れた位置に設けられ、隣接
する単位植栽用空間２２ａが、筒状体３１の排水口３２と排水出口３３を介して互いに連
通されるとともに、図７において最下方に位置する２個の筒状体３１については、その排
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水出口３３が側壁２４に開口した状態とされ、さらに、その側壁２４と対向する側壁２４
には、給水口３４が２つ設けられている。
　なお、所定距離ａとｂについては、互いに同じ距離であって、また、互いに異なる距離
であってもよい。
【００２１】
　つぎに、この植物栽培装置の使用方法について説明する。
　例えば、ベランダなどのような比較的水平な面上に載置して使用する場合には、容器本
体２１を図６および図９に示す横姿勢Ａにし、各単位植栽用空間２２ａ内に市販の植栽床
材や植栽用土壌などを収納して植物Ｐを植栽する。植栽用水Ｗの給水は、給水管２０（ホ
ースなど）からの放水によって、上方に向けて開口する植栽用空間２２から行うことも、
また、図１０及び図９に示すように、給水口３４に給水管２０（ホースなど）を接続して
行うこともできる。
　例えば、給水口３４から給水する場合であれば、横方向に並ぶ４個の単位植栽用空間２
２ａが連通孔２７により連通されているので、まず、図９において最右方に位置する４個
の単位植栽用空間２２ａに植栽用水Ｗが給水される。そして、植栽用水Ｗが底壁２３から
ほぼａのレベルに達すると、植栽用水Ｗは、筒状体３１の排水口３２から排水出口３３を
経て、図９において左方に隣接する単位植栽用空間２２ａに流出し、最終的には、全ての
単位植栽用空間２２ａに給水される。
　その際、排水口３２の始端部が底壁２３から上壁２８側へ所定距離ａだけ離れた位置に
位置しているので、植栽用水Ｗは、各単位植栽用空間２２ａにおいて底壁２３からほぼａ
のレベル以下に維持され、したがって、そのａのレベル以下の部位が、単位横姿勢貯水部
２９ａとなる。
【００２２】
　また、擁壁などのような比較的鉛直な面に沿って配置して使用する場合には、容器本体
２１を図７、図８、および、図１０に示す縦姿勢Ｂにし、各単位植栽用空間２２ａ内に市
販の植栽床材や植栽用土壌などを収納して植物Ｐを植栽する。その場合も、植栽用水Ｗの
給水は、給水管２０（ホースなど）からの放水によって、横側方に向けて開口する植栽用
空間２２から行うことも、また、給水口３４に給水管２０（ホースなど）を接続して行う
こともできる。
　給水口３４から給水する場合であれば、まず、図１０において最上方に位置する４個の
単位植栽用空間２２ａに植栽用水Ｗが給水され、その単位縦姿勢貯水部３０ａに貯水され
る。そして、植栽用水Ｗが区画壁２６からほぼｂのレベルに達すると、植栽用水Ｗは、筒
状体３１の排水口３２から排水出口３３を経て、図１０において下方に隣接する単位植栽
用空間２２ａに流出し、最終的には、全ての単位植栽用空間２２ａに給水される。その際
、排水口３２の始端部が区画壁２６および側壁２４から所定距離ｂだけ上方へ突出してい
るので、植栽用水Ｗは、各単位植栽用空間２２ａにおいて区画壁２６および側壁２４から
ほぼｂのレベル以下に維持され、したがって、そのｂのレベル以下の部位が、単位縦姿勢
貯水部３０ａとなる。
【００２３】
　このように、植物栽培装置は、容器本体２１を横姿勢Ａにして使用することも、また、
縦姿勢Ｂにして使用することもでき、いずれの姿勢においても、筒状体３１の排水口３２
が、オーバーフロー用の排水口を兼用することになる。
　さらに、この植物栽培装置は、容器本体２１をひとつだけ使用して植栽することも可能
であるが、容器本体２１を載置するベランダや擁壁の面積などに応じて、複数の容器本体
２１を並列配置して使用することもでき、その一例を示したのが図１１である。
　この図１１の例では、６個の容器本体２１が、植栽用空間２２を同一方向に向けて並列
載置され、その隣接する容器本体２１間において、上方に位置する容器本体２１の排水口
３２が、排水出口３３と給水口３４を介して下方に位置する容器本体２１の植栽用空間２
２に連通接続されて、スタンドＦ１を有するフレームＦに保持されている。
【００２４】
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　つぎに、植物栽培装置の別の実施形態について説明するが、重複説明を避けるため、先
の実施形態で説明した構成部品や同じ作用を有する構成部品については、同じ符号を付す
ことにより説明を省略し、主として異なる構成についてのみ説明する。
【００２５】
（１）先の実施形態では、３つの仕切り壁２５と区画壁２６により、植栽用空間２２を１
６個の単位植栽用空間２２ａに区画した例を示したが、区画する単位植栽用空間２２ａの
個数については、特に１６個に限るものではなく、２個以上の単位植栽用空間２２ａに区
画して実施することができる。
　また、植栽用空間２２を複数の単位植栽用空間２２ａに区画する場合、図１２に示すよ
うに、区画壁２６を使用せず、仕切り壁２５のみを使用して複数の単位植栽用空間２２ａ
に区画することもできる。この場合には、容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいて、複数の単位
植栽用空間２２ａが横方向に並んで、互いに隣接する単位植栽用空間２２ａが、仕切り壁
２５に設けられた植栽用水用の連通孔２７を介して連通されることになる。
　換言すると、先の実施形態では、植栽用空間２２を仕切り壁２５と区画壁２６によって
、容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいて、横方向と上下方向に並ぶ多数の単位植栽用空間２２
ａに区画した例を示したが、図１２の実施形態では、先の実施形態において、横方向に並
ぶ４個の単位植栽用空間２２ａにより容器本体２１を構成したような態様となっている。
　そして、図１２に示した実施形態では、オーバーフロー用の筒状体３１と給水口３４が
ひとつずつ設けられている。
【００２６】
　さらに、植栽用空間２２を複数の単位植栽用空間２２ａに区画する場合、図１３に示す
ように、仕切り壁２５を使用せず、区画壁２６のみを使用して複数の単位植栽用空間２２
ａに区画することもできる。つまり、先の実施形態において、上下方向に並ぶ４個の単位
植栽用空間２２ａにより容器本体２１を構成したような態様で実施することもでき、この
場合には、容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいて、複数の単位植栽用空間２２ａが上下方向に
並んで、互いに隣接する単位植栽用空間２２ａが、区画壁２６に設けられたオーバーフロ
ー用の排水口３２を介して連通されることになる。
　そして、図１３に示した実施形態では、その排水口３２と給水口３４が、互いに異なる
位置に配置されている。すなわち、容器本体２１の縦姿勢Ｂにおいて、排水口３２と給水
口３４が右と左に交互に配置され、この容器本体２１を上下方向に連結した際、上方に位
置する容器本体２１の排水口３２と下方に位置する容器本体２１の給水口３４が同じ位置
に位置するように構成されている。このような構成は、先の実施形態で示した容器本体２
１に適用することもできる。
【００２７】
（２）また、特に図示はしないが、植栽用空間２２を単位植栽用空間２２ａに区画するこ
となく、単一の植栽用空間２２を有する状態で実施することもできる。
　その場合には、底壁２３と側壁２４が、植栽用空間２２と横姿勢貯水部２９を形成し、
底壁２３、側壁２４、および、上壁２８が縦姿勢貯水部３０を形成することになる。
【００２８】
（３）これまでの実施形態では、主として植物栽培装置の構成について説明したが、実際
の実施に際しては、植物栽培装置をできるだけ簡単に製造して安価に提供することも重要
な課題となる。そこで、図１４～図１６を参照して、植物栽培装置を簡単に製造するため
の具体的な製造例について言及する。
　図１４に示すものは、植物栽培装置における容器本体のひとつの半製品２１Ａとひとつ
の側壁２４であり、容器本体の半製品２１Ａは、先の実施形態で示した底壁２３、底壁２
３の三辺から立設された３つの側壁２４、３つの仕切り壁２５、および、上壁２８を一体
的に備え、合成樹脂による一体成形品で構成されている。
【００２９】
　言い換えると、図１４に示す半製品２１Ａは、図１２に示した植物栽培装置の容器本体
２１において、手前側に位置する側壁２４を容器本体２１から取り外したような構成とさ
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れ、さらに、この半製品２１Ａには、オーバーフロー用の筒状体３１と排水口３２を形成
するための柱状体３１Ａと、給水口３４を形成するための突起３４Ａが一体的に形成され
ている。
　そして、半製品２１Ａと別体に構成された側壁２４の三辺には、半製品２１Ａへの係合
用の段部３５が形成され、図１４に示した半製品２１Ａにおいて、その上方に位置する上
端縁３６が、側壁２４の段部３５と係合するように構成され、図１４に示した半製品２１
Ａにおいて、その下方に位置する側壁２４の三辺にも、別体に構成された側壁２４の段部
３５と同じ段部３５が形成されている。
　なお、図中の３７は、突起３４Ａが嵌入する凹入部であり、図中の３８は、植栽用水Ｗ
の通流を助長するための凹入溝である。
【００３０】
　この容器本体の半製品２１Ａは、合成樹脂製の一体成形品であるため、比較的簡単かつ
安価に製造することができ、当然のことながら、単純な形状の側壁２４も、合成樹脂によ
り簡単かつ安価に製造することができる。
　そして、例えば、ひとつの半製品２１Ａとひとつの側壁２４を使用し、半製品２１Ａの
上端縁３６に側壁２４の段部３５を係合させるとともに、必要に応じて接着剤などを用い
て互いに接着し、柱状体３１Ａに貫通孔、つまり、オーバーフロー用の排水口３２（図１
５参照）を穿設することにより、図１２に示したような植物栽培装置の容器本体２１を簡
単に作製することができる。
【００３１】
　さらに、図１５および図１６に示すように、半製品２１Ａの上端縁３６に他の半製品２
１Ａの段部３５を係合させて多数の半製品２１Ａを順次積み重ね、最上段に位置する半製
品２１Ａの上端縁３６に側壁２４の段部３５を係合させることにより、任意の高さの植物
栽培装置を形成することができる。その際、上方に位置する半製品２１Ａの突起３４Ａが
、下方に位置する半製品２１Ａの凹入部３７に嵌入することになり、また、上述したよう
に、柱状体３１Ａに貫通孔を穿設してオーバーフロー用の排水口３２を形成することがで
きる。さらに、最上段に位置する半製品２１Ａの突起３４Ａのうち、例えば、図１５にお
いて底壁２３あるいは上方に位置する側壁２４に貫通孔を穿設して給水口３４とし、場合
によっては、その給水口３４に給水用のホースを接続するためのホース接続具３９を取り
付ける。また、必要に応じて、左側に位置する突起３４Ａにも、さらに、下方に位置する
半製品２１Ａの突起３４Ａにも、それぞれ貫通孔を穿設して側方に隣接する図外の植物栽
培装置への給水口３４として使用することができる。なお、最上段に位置する半製品２１
Ａの突起３４Ａのうち、例えば、図１５において右側に位置する突起３４Ａに貫通孔を穿
設して給水口３４としてもよい。
　そして、必要に応じて、多数段に積み重ねた半製品２１Ａの角部にアングル材４０を配
置し、かつ、各半製品２１Ａとアングル材４０を適当な連結具４１により連結することに
よって植物栽培装置自体を強固なものとし、横方向にも並列配置して擁壁などに沿って配
設することが可能となる。
【００３２】
（実施例２）
　図１７は、上記実施例１とは別の植物栽培システム１８を模式的に示したものであり、
植物栽培システム１８は、雨水集水装置１、植物を栽培可能な植物栽培装置１６ｂ、並び
に、雨水集水装置１によって汲み上げられた水を植物栽培装置１６ｂに供給し得る給水機
構１７を備える。
　植物栽培システム１８においては、雨水集水装置の貯水タンク１３内に貯水されている
水が、給水機構１７によって、植物栽培装置１６ｂに自動的に供給される構成となってい
る。
　また特に、この植物栽培システム１８を建物の屋上等で使用する場合、雨水集水装置１
と植物栽培装置とを互いに近接した状態で設置することが可能であるため、雨水集水装置
１の汲み上げ機構６や給水機構１７における作動エネルギーの省力化を図ることができる
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。
　本実施例における給水機構１７及び植物栽培装置１６ｂについて以下に詳述する。
　（給水機構）
　給水機構１７は、貯水タンク１３に収容された水を、植物栽培装置１６ｂに供給可能な
給水ポンプ１９、及び、給水ポンプ１９と植物栽培装置１６ｂとを連通する給水管２０（
ホース等）を備えている。
　（植物栽培装置）
　図１８及び図１９は、植物栽培装置１６ｂの第１実施形態を示している（図１８は表側
、図１９は裏側）。植物栽培装置１６ｂは、植物Ｐに潅水する水を貯水可能な貯水トレー
５２、植物Ｐを栽培可能な栽培床材５５を収容し得る複数の円形の受部５３、及び貯水ト
レー５２の上方を覆うカバー部５４とから構成されている。また、図１９に示されるよう
に、貯水トレー５２には、受部５３同士の間にトレー上げ底部５２ａが形成されている。
　図２０は、栽培床材５５を受部５３に収容した状態において、図１８において矢視線Ａ
で示した植物栽培装置１６ｂの断面を模式的に示したものである。
　尚、栽培床材５５としては、例えば、適当な植栽用土がその中に入れられており、且つ
底に穴を設けられている植木鉢やプランター等、あるいは、植栽用土そのものを栽培床材
として使用することが挙げられるが、これらに限定されるものではなく、少なくとも底部
から水が流入し、植物の根部が、その流入水を吸水し得る状態で収容され得るものであれ
ば良い。植栽用土は、植物を園芸栽培することができる固形培地であれば如何なるもので
もよく、例えば、赤玉土、鹿沼土、腐葉土、ピート、水苔などの天然の植栽用土の他に、
バーミキュライト、パーライト、ウレタン樹脂やフェーノール樹脂などの各種発泡樹脂材
、ロックウール、ハイドロボールなどの人工の植栽用土が挙げられる。また、その形状も
図に例示するものに限らず、ブロック状、砂状、粒状や塊状等各種の形状のものを適宜選
択して用いることができる。砂状や粒状あるいは塊状等の形状の培地を用いる場合は、こ
れら培地が漏れ出さない網状の袋等に入れて用いることもできる。
【００３３】
　貯水トレー５２には、隣接する貯水トレー５２を互いに連通接続することが可能な接続
ノズル５６（接続部）が２箇所設けられており、接続ノズル５６はさらに、水の流れる方
向によって、流入用接続ノズル５６ａ（流入用接続部）と流出用接続ノズル５６ｂ（流出
用接続部）とに区別される。
　図２０に示されるように、流入用接続ノズル５６ａと、別の貯水トレー５２の流出用接
続ノズル５６ｂとは、接続ホース６６を介して、取り外し自在に連通接続することが可能
であり、尚且つ接続ホース６６を介して、貯水トレー５２から別の貯水トレー５２へ水が
流れ得る構成となっている。従って、接続ホース６６を介して、貯水トレー５２の流入用
接続ノズル５６ａと、別の貯水トレー５２の流出用接続ノズル５６ｂとの接続を繰り返し
て行けば、必要に応じて任意の数の貯水トレー５２を連通接続することが可能であり、そ
のようにして相互に連通接続された複数の貯水トレー５２の全てに水を供給することがで
きる。
【００３４】
　また、図２０における矢印は、水の流れる方向を示しており、流入用接続ノズル５６ａ
から流入した水は、一旦貯水トレー５２内の貯水空間５８に貯水される。尚、貯水空間５
８とは、接続ノズル５６の内周面の最も下側の位置から貯水トレー５２の底面の位置まで
に存在する、水の貯水可能な最大空間を意味する。そして、貯水空間５８一杯に貯留水５
９が貯まると、オーバーフローによって流出用接続ノズル５６ｂから流出する。また、受
部５３の底部５３ａには、貯水空間５８に連通する貫通口５７（給水部）が設けられてお
り、尚且つ底部５３ａは、接続ノズル５６の内周面の最も下側の位置（すなわち、貯水空
間５８一杯に水を貯水した際にとり得る貯留水５９の最大水位Ｔ）よりも低位置ｔにある
よう構成されている。
　従って、貯水空間５８に水を流入させてオーバーフローさせる際、貯留水５９は、貫通
口５７を通って受部５３の中に湧き出し、貯留水５９の水面の高さ（Ｔ）から底部５３ａ



(10) JP 4886659 B2 2012.2.29

10

20

30

40

50

の高さ（ｔ）を差し引いた水位を有する水が受部５３内に常時供給される。尚、貯水空間
５８の深さ、又は受部５３の深さや幅を変更することによって、受部５３内に供給される
水の量を調節し、栽培条件（植物の種類等）に合った適度な量の水を常時供給（潅水）す
ることも可能である。
【００３５】
　また、カバー部５４の上面部における流出用接続ノズル５６ｂ側には、貯水空間５８を
外部に連通する空気抜き部７４を設けている。そして、この空気抜き部７４から貯水空間
５８に溜まる空気を外部に排出している。従って、空気の滞留によって貯留水５９をオー
バーフローによって流出用接続ノズル５６ｂに流出し難くなるのを防止できるので、複数
の貯水トレー５２を相互に連通接続した場合には、それら複数の貯水トレー５２の全てに
対する水の供給を的確に行い易くなる。
【００３６】
　植物栽培装置１６ｂを使用する際は、例えば、緑化する建物の敷地や屋上の広さに合わ
せて複数の植物栽培装置１６ｂを接続・配置する。そのようにして組み立てられた植物栽
培装置１６ｂ群の中には、未接続の流入用接続ノズル５６ａと流出用接続ノズル５６ｂと
がそれぞれ１つずつ存在することになる。そして、その未接続の流入用接続ノズル５６ａ
に給水管２０（ホースなど）を接続して水を供給すると、各植物栽培装置１６ｂの貯水ト
レー５２がオーバーフローを順次繰り返すことによって、全ての植物栽培装置１６ｂに水
が供給される。全ての植物栽培装置１６ｂの貯水トレー５２が水で一杯になると、未接続
の流出用接続ノズル５６ｂから水が流出するので、その未接続の流出用接続ノズル５６ｂ
を適当な配管や流水路等につないで排水する。尚、未接続の流入用接続ノズル５６ａと流
出用接続ノズル５６ｂとをホース等でつなぎ、ポンプを介して、適度に外部から水を補給
しながら水を循環させるような構成とすることも可能である。
【００３７】
　植物栽培装置１６ｂは、ポリプロピレン樹脂、ポリエチレン樹脂、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）樹脂等の熱可塑性樹脂を用いて、公知の成形技術（射出成形法、ブロ
ー成形法等が挙げられるが、好ましくはブロー成形法）により製造することが可能である
。
【００３８】
　図２１～図２６は、植物栽培装置１６ｂの第２実施形態を示している。
　図２１に示されるように、第２実施形態の植物栽培装置１６ｂは、植物に潅水する水を
貯水可能な貯水トレー５２と、一体成形の植物栽培容器６４（植物Ｐを栽培可能な栽培床
材５５を収容し得る複数の受部５３と、貯水トレー５２の上方を覆うカバー部５４とが一
体成形された一体成形体）とから構成されており、貯水トレー５２と植物栽培容器６４は
、分離自在に嵌合可能である。
【００３９】
　図２２は、栽培床材５５を受部５３に収容した状態において、図２１において矢視線Ｂ
－Ｂで示した第２実施形態の植物栽培装置１６ｂ（貯水トレー５２と植物栽培容器６４と
が嵌合した状態）の断面を模式的に示したものである。
　図２１及び図２２に示されるように、第２実施形態における植物栽培装置１６ｂの貯水
トレー５２には、上述の実施形態と同様に、隣接する貯水トレー５２を互いに連通接続す
ることが可能な接続ノズル５６（接続部）が２箇所設けられており、接続ノズル５６はさ
らに、水の流れる方向によって、流入用接続ノズル５６ａ（流入用接続部）と流出用接続
ノズル５６ｂ（流出用接続部）とに区別される。
　さらに、第２実施形態における貯水トレー５２には、植物栽培容器６４を載置可能な載
置部６０が設けられており、載置部６０には湧水口６０ａが設けられている。流入用接続
ノズル５６ａから流入した水は、湧水口６０ａから湧き出して載置部６０上に流れ出し、
上述の実施形態と同様に貯水空間５８に貯水される。
　そして、貯水空間５８一杯に貯留水５９が貯まると、オーバーフローによって流出用接
続ノズル５６ｂから流出する。尚、上述の実施形態と同様に、受部５３の底部５３ａには
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、貯水空間５８に連通する貫通口５７（給水部）が設けられており、尚且つ底部５３ａは
、接続ノズル５６の内周面の最も下側の位置（すなわち、貯水空間５８一杯に水を貯水し
た際にとり得る貯留水５９の最大水位Ｔ）よりも低位置ｔにあるよう構成されている。ま
た、上述の実施形態と同様に、貯水トレー５２の上面部における流出用接続ノズル５６ｂ
側には、空気抜き部７４を設けている。
　従って、貯水空間５８に水を流入させてオーバーフローさせる際、湧水口６０ａから湧
き出して載置部６０上に流れ出した貯留水５９は、貫通口５７を通って受部５３の中に湧
き出し、貯留水５９の水面の高さ（Ｔ）から底部５３ａの高さ（ｔ）を差し引いた水位を
有する水が受部５３内に常時供給される。尚、貯水空間５８の深さ、載置部６０の高さ、
あるいは受部５３の深さや幅を変更することによって、受部５３内に供給される水の量を
調節し、栽培条件（植物の種類等）に合った適度な量の水を常時供給（潅水）することも
可能である。
　尚、第２実施形態における複数の植物栽培装置１６ｂ（貯水トレー５２）の接続方法、
使用方法並びにその製造方法は、上述した実施形態と同様である。
【００４０】
　植物栽培容器６４は、図２２に示すように、底部の外方側部分において下方側から上方
側に折り返すことにより二重壁部７５を設けて中央側部分を上げ底することにより下方側
を開放した凹状に形成している。そして、二重壁部７５で囲む空間に貯水トレー５２を配
置させることによって、貯水トレー５２の全体を植物栽培容器６４にて覆うようにしてい
る。従って、貯水トレー５２における貯水空間５８の全体を植物栽培容器６４にて覆うこ
とができるので、貯水空間５８の全体において植物栽培容器６４による遮光効果を得るこ
とができ貯留水中での藻類の発生を効果的に抑制することができる。
【００４１】
　植物栽培容器６４と貯水トレー５２とを嵌合するために、貯水トレー５２には第１嵌合
部７６が設けられ、植物栽培容器６４には第２嵌合部７７が設けられている。第１嵌合部
７６は、貯水トレー５２の外周部においてその上方側部分を外側に突出した凸状に形成し
ている。第２嵌合部７７については、植物栽培容器６４の二重壁部７５において内方側に
突出した凸部７７ａを設け、その凸部７７ａの上方に形成された凹状部を第２嵌合部７７
としている。そして、第１嵌合部７６と第２嵌合部７７とを嵌合させて植物栽培容器６４
を貯水トレー５２に装着するようにしている。
　第２嵌合部７７における凸部７７ａは、植物栽培容器６４の二重壁部７５に設けている
ので、植物栽培容器６４において剛性を高めた部分に第２嵌合部７７を設けている。従っ
て、第１嵌合部７６と第２嵌合部７７との嵌合が外れ難く、植物栽培容器６４を貯水トレ
ー５２に的確に装着し易くなる。
【００４２】
　植物栽培容器６４は、その内部を中空状に成形してあり、その内部空間を外部に連通す
る開口部７８を設けている。この開口部７８には、その開口部７８を閉塞する蓋部材７９
を着脱自在に設けている。そして、蓋部材７９を取り外して開口部７８から水や砂などを
植物栽培容器６４の内部空間に注入して蓋部材７９を装着することにより植物栽培容器６
４を錘として利用することができる。従って、屋上などに設置した場合でも、風などによ
る植物栽培容器６４の移動や転倒を抑制できる。そして、植物栽培容器６４を持ち運ぶと
きには、蓋部材７９を取り外して開口部７８から注入した水や砂などを取り除くことによ
り、容易に持ち運ぶことができる。
【００４３】
　また、図２３に示すように、植物栽培容器６４に浮力を付与し得るフロート部６３（空
気を閉じ込めた空間）を設け、植物栽培容器６４が、池や川、湖などの水面６５に浮揚し
得る構成とすることも可能である。
　尚、植物栽培容器６４の有する浮力は、その受部５３に栽培床材５５を収容した状態で
、受部５３の底部５３ａが、水面６５よりも低位置にあるように調整されおり、その浮力
を調整することによって、受部５３内に供給される水の量を調節することも可能である。
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【００４４】
　植物栽培容器６４は、受部５３及びフロート部６３を有した一体成形品として構成され
ている。そして、フロート部６３は、受部５３の底部５３ａが池や川、湖などの水面６５
よりも低位置になるように植物栽培容器６４を浮揚可能とするように構成している。つま
り、中空状の植物栽培容器６４の内部空間に空気を充填して蓋部材７９にて開口部７８を
閉塞することにより、植物栽培容器６４にフロート部６３を形成してある。
　植物栽培容器６４は、受部５３を備えた中央側部分を上げ底して下方側を開放した凹状
に形成しており、植物栽培容器６４の容器本体の縁部を受部５３の底部５３ａよりも低位
置となるように構成している。そして、受部５３の周部にフロート部６３を形成すること
により、受部５３の底部５３ａよりも低位置までフロート部６３を形成できるようにして
いる。従って、フロート部６３にて得られる浮力をより大きくすることができ、受部５３
の底部５３ａが池や川、湖などの水面６５よりも低位置になり過ぎて、植物Ｐへの水の供
給量が過剰になるのを抑制することができる。
【００４５】
　このようにして、植物栽培装置１６ｂを池や川、湖などに浮かべて使用することができ
る。この場合、植物栽培容器６４には、隣接する植物栽培容器６４を互いに接続すること
ができるように連結部６１が設けられており、連結部６１は孔６１ａを有する。接続する
際は、隣接する植物栽培容器６４の互いの連結部６１同士を重ねて、孔６１ａの位置を合
わせ、重なり合った２つの孔６１ａを貫通し得る適当な連結部材６２（ボルトなど）を内
嵌して連結することが可能である。
【００４６】
　連結部６１は、カバー部５４に備えてあり、平面視にて矩形状に形成された植物栽培容
器６４の４辺のそれぞれにおいてその中央部分に配置している。連結部６１は、図２３に
示すように、一側部に設けた連結部６１と他側部に設けた連結部６１とで上下方向に異な
る位置に夫々配置して、横方向（水平方向）に隣接する植物栽培容器６４の連結部６１同
士を上下に重ね合わせた状態で植物栽培容器６４同士を連結可能に構成している。そして
、横方向（水平方向）に隣接する植物栽培容器６４を連結するときには、横方向（水平方
向）の一方側（図２３中上側）では隣接する植物栽培容器６４の連結部６１よりも上側に
なるように連結部６１同士を重ね合わせ、且つ、横方向（水平方向）の他方側（図２３中
下側）では隣接する植物栽培容器６４の連結部６１よりも下側になるように連結部６１同
士を重ね合わせて、植物栽培容器６４同士を連結することにより、上下方向における各植
物栽培容器６４の位置を合わせるようにしている。
【００４７】
　また、連結部６１は、植物栽培容器６４の外側部において内方側に凹入した部分におい
て水平方向に延びるように設けられている。そして、横方向（水平方向）に隣接する植物
栽培容器６４を連結するときには、連結部６１同士を重ね合わせることにより植物栽培容
器６４の容器本体同士が接触する状態で連結するようにしている。従って、複数の植物栽
培容器６４のそれぞれに備えたフロート部６３の浮力を協同して得ることができ、複数の
植物栽培容器６４を一体的に浮揚させることができる。また、植物栽培容器６４の容器本
体において、一側部に備える連結部６１の上面又は下面が、他側部に備える連結部６１の
下面又は上面と略同一高さになるように配置している。従って、上下方向における各植物
栽培容器６４の位置を合わせながら、植物栽培容器６４の容器本体同士が接触する状態で
連結することができる。
【００４８】
　また、図２４～図２６は、第２実施形態の別形態を示したものである。すなわち、図２
４に示すように、別形態の植物栽培容器６４においては、受部５３の幅をより大きなもの
として、その底部５３ａに複数（図２４においては３箇所だが、これに限定されるもので
はない）の貫通口５７を設ける構成としている（上記図２１においては、植物栽培容器６
４において、１つの受部５３に対して、一つの貫通口５７を設ける構成としている）。
　図２５は、図２４において矢視線Ｃで示した第２実施形態の植物栽培装置１６ｂ（貯水
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トレー５２と植物栽培容器６４とが嵌合した状態）の断面を模式的に示したものである。
図２５に示すように、貯水トレー５２には、トレー上げ底部５２ａが形成されており、必
要最小限の貯水空間５８を設けることによって、使用する水を節約することができる。尚
、上述の実施形態と同様に、植物栽培容器６４の開口部７８には、その開口部７８を閉塞
する蓋部材７９が着脱自在に設けられている。
　この第２実施形態の別形態では、上述の実施形態と同様に、貯水トレー５２に第１嵌合
部７６を設け且つ植物栽培容器６４に第２嵌合部７７を設けているが、図２１～図２３に
示すものとは配設位置及び形状を変更している。すなわち、図２５に示すように、第１嵌
合部７６は、貯水トレー５２の上面部のうち、水平方向の両端部及び中央部を上方に突出
した凸部にて構成している。また、第２嵌合部７７は、植物栽培容器６４の底部のうち、
水平方向の両端部分及び中央部を上げ底にした凹部にて構成している。そして、凸状の第
１嵌合部７６と凹状の第２嵌合部７７とが嵌合するように、植物栽培容器６４を貯水トレ
ー５２上に載置することにより、植物栽培容器６４を貯水トレー５２に装着するようにし
ている。
　図２６は、図２４及び図２５にて示した植物栽培容器６４を池や川、湖などの水面６５
に浮揚させている場合を示している。この場合も、上述の実施形態と同様に、フロート部
６３は、受部５３の底部５３ａが池などの水面６５よりも低位置になるように植物栽培容
器６４を浮揚可能とするように構成してあり、植物栽培容器６４には、上述の実施形態と
同様に、横方向（水平方向）に隣接する植物栽培容器６４と連結可能とする連結部６１を
設けている。
【００４９】
　図２７は、図２４～図２６にて示した植物栽培装置１６ｂの別形態を示したものである
。すなわち、図２７に示すように、貯水トレー５２の湧水口６０ａを、植物栽培容器６４
を貯水トレー５２に装着した状態において、受部５３の底部５３ａに設けた貫通口５７と
横方向に異なる位置となるように配置している（上記図２４及び図２５においては、貯水
トレー５２の湧水口６０ａを、植物栽培容器６４を貯水トレー５２に装着した状態におい
て、受部５３の底部５３ａに設けた貫通口５７と横方向に同じ位置となるように配置して
いる）。このように、湧水口６０ａと貫通口５７とを横方向に異なる位置とすることによ
り、植物Ｐの根が貫通口５７を通過しても湧水口６０ａを通して貯水空間５８に侵入する
のを抑制している。従って、貯水空間５８において植物Ｐの根が抵抗となって貯留水５９
の流れが阻害されるのを防止することができる。
【００５０】
　図２８（Ａ）、（Ｂ）及び図２９は、植物栽培装置１６ｂの第３実施形態を示している
。図２８（Ａ）に示されるように、植物栽培装置１６ｂは、上述の実施形態と同様に、植
物に潅水する水を貯水可能な貯水トレー５２、植物を栽培可能な栽培床材を収容し得る複
数の円形の受部５３、及び貯水トレー５２の上方を覆うカバー部５４とから構成されてい
る。
　貯水トレー５２には、隣接する貯水トレー５２を互いに連通接続することが可能な接続
ノズル５６（接続部）が２箇所設けられており、接続ノズル５６はさらに、水の流れる方
向によって、流入用接続ノズル５６ａ（流入用接続部）と流出用接続ノズル５６ｂ（流出
用接続部）とに区別される。
　さらに、貯水トレー５２には、取付け部６７（取付け凸部６７ａ及び取付け凹部６７ｂ
）が設けられており、取付け凸部６７ａは、壁面６８に予め取付けられている本体取付け
金具６９に掛止可能であり、また、取付け凹部６７ｂは、同じく壁面６８に予め取付けら
れている保護カバー取付け金具７０に掛止可能に構成してある。
　すなわち、第３実施形態における植物栽培装置１６ｂは、図２８（Ａ）に示されるよう
に、取付け凸部６７ａと取付け凹部６７ｂとをそれぞれ、本体取付け金具６９と保護カバ
ー取付け金具７０に掛止することによって、壁面６８に設置することができる。尚、本体
取付け金具６９と取付け凸部６７ａには、ボルトが貫通し得るボルト孔７３がそれぞれ設
けられており、それぞれのボルト孔７３を合わせて、本体取付け金具６９に取付け凸部６
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７ａを取付け、ボルト孔７３に適当な長さのボルトを通し、本体取付け金具６９の反対側
からナット等を取付けて固定すれば、植物栽培装置１６ｂを壁面６８により確実に固定す
ることができる。
　また、保護カバー取付け金具７０には、保護カバー部材７１（保護カバー部材を構成す
る材質としては、例えば、ステンレス、ＦＲＰ（強化プラスチック）等が挙げられる）が
ヒンジ連結されており、上下に揺動し得る構成となっている。尚、保護カバー部材７１に
は、複数の開口部７１ａと、係止部７１ｂが設けられている。
　図２８（Ａ）及び（Ｂ）に示されるように、第３実施形態の植物栽培装置１６ｂにおい
ては、その取付け部６７を本体取付け金具６９と保護カバー取付け金具７０に掛止した後
、植物栽培装置１６ｂを覆うように保護カバー部材７１を上方に持ち上げて、保護カバー
部材の係止部７１ｂを植物栽培装置１６ｂの上面部に設けられている段差（被係止部７２
）に引っ掛けて固定することができるように構成されている。
　このとき、図２８（Ｂ）に示されるように、保護カバー部材７１における開口部７１ａ
の位置と大きさは、植物栽培装置１６ｂの受部５３を塞がないように、受部５３の位置と
大きさに合わせて設けられている。
　また、図２９は、第３実施形態の別形態を示したものである。すなわち、この別形態の
植物栽培装置１６ｂにおいては、受部５３の幅をより大きなものとして、その底部５３ａ
に複数（図２９においては３箇所だが、これに限定されるものではない）の貫通口５７を
設ける構成としている（上記図２８においては、植物栽培装置１６ｂにおいて、１つの受
部５３に対して、一つの貫通口５７を設ける構成としている）。
【００５１】
　上述の植物栽培装置１６ｂの形状（円形、四角形、六角形など）、あるいは、植物栽培
装置１６ｂの内部に配置される受部の形状や個数については、特に制限は無く、必要に応
じて任意の構成を採用することができる。
　上述の実施形態においては、接続ホースを介して複数の植物栽培装置１６ｂを連通接続
する構成としているが、これに限定されるものではなく、接続ノズル同士を直接連通接続
するような構成としても良い。
　植物栽培装置１６ｂに設けられる接続ノズル（接続部）の設置位置やその数は、上述の
実施形態に限定されるものでなく、オーバーフローによって適切な給水・排水が可能な構
成であるならば、その設置位置や数については任意である。従って例えば、植物栽培装置
１６ｂの形状が四角形であり、各辺の中央部に合計４箇所の接続ノズルを設ける構成とし
た場合、接続ノズルを上述の実施形態のように２箇所しか設けていない植物栽培装置１６
ｂに比べて、その植物栽培装置１６ｂを複数接続した際に形成される全体形状のバリエー
ションを増やすことができるので、建物の敷地や屋上の広さ又はその形状に合わせて本発
明の植物栽培装置１６ｂを設置する作業がより容易になる。尚、未接続（未使用）の接続
ノズルについては、適宜、適当な栓を設けるなどして水が流れないようにしても良い。
【００５２】
（実施例３）
　図３０は、雨水回収制御部８０、及び水道水供給部９０等をさらに備える植物栽培シス
テム１８の概略を模式的に示したものである。
　本実施例における植物栽培システム１８は、雨水集水装置１、植物を栽培可能な植物栽
培装置（本実施例における植物栽培装置は、上記実施例１における容器本体２１、又は上
記実施例２における植物栽培装置１６ｂに相当するものである）、並びに、雨水集水装置
１によって汲み上げられた水を植物栽培装置に供給し得る給水機構１７（給水管２０）を
備える。
【００５３】
　図３０及び図３１（イ）に示すように、雨水集水装置１における貯水容器５の上部には
、雨水回収制御部８０を取付けるための取付け設置部８６が設けられている。取付け設置
部８６には、雨水回収制御部８０を載置可能な開口縁８７（図３１（ロ））、貯水容器５
の貯水部８に雨水を導入し得る複数の導入口７、並びに電源コード等を通し得る切り欠き
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部８９が設けられている。
　図３０及び図３１に示すように、雨水回収制御部８０は、第１水位センサー８１、第２
水位センサー８２、第３水位センサー８３、及び第４水位センサー８４を備えており、雨
水回収制御部８０を取付け設置部８６に取付ける際は、第１水位センサー８１、第２水位
センサー８２、及び第３水位センサー８３を取付け設置部８６の開口部８８から導入し、
雨水回収制御部８０の本体を開口縁８７上に設置する。
【００５４】
　雨水回収制御部８０は、第１水位センサー８１、第２水位センサー８２、及び第３水位
センサー８３によって、貯水容器５に貯水された水の水位を検出することが可能であり、
第４水位センサー８４によって貯水タンク１３内に貯水された水の水位を検出することが
できる。
　雨水回収制御部８０は、貯水容器５内の水の水位が、第１水位センサー８１により検出
される水位Ｌ１以上に上がると、配線８５を通じて汲み上げポンプ１２に指令を出して汲
み上げポンプ１２を作動させ、貯水容器５内に収容されている水を貯水タンク１３に汲み
上げるように制御し、一方、水位が、第２水位センサー８２により検出される水位Ｌ２よ
りも低い位置に下がると、汲み上げポンプ１２を停止させるよう制御する。
　さらに、雨水回収制御部８０は、第４水位センサー８４によって貯水タンク１３内に貯
水された水の水位を検出することが可能であり、貯水タンク１３の水が満水状態となり、
第４水位センサー８４によって貯水タンク１３内の水位がＬ３（図３０参照）となったこ
とが検出されると、汲み上げポンプ１２を速やかに停止させる構成となっている。
【００５５】
　また、図３０及び図３２に示すように、本実施例の植物栽培システム１８における貯水
タンク１３には、水道水供給部９０が設けられている。水道水供給部９０は、水道水の通
る水道管９１、水道水を供給する蛇口９２、並びに水道管９１に枢支連結されるアーム部
９３等で構成されており、アーム部９３には、水道管９１に設けられた弁取付け孔９４を
介して水道管９１を閉塞自在に上下に移動し得る弁９５、並びに浮力を有する浮き部９６
が取付けられている。
　図３２に示すように、水道水供給部９０においては、水道水を供給可能な水道管９１が
、貯水タンク１３の側面部に設けられている水道管取付け孔９７を介して貯水タンク１３
内に挿入されており、蛇口９２から水道水が貯水タンク１３内に補給される構成となって
いる。
【００５６】
　アーム部９３に取付けられている浮き部９６は、貯水タンク１３内の水に浮いており、
貯水タンク１３内の水位に合わせて上下に移動し得る。そして、弁９５は、アーム部９３
によって、その浮き部９６の上下移動に連動して、水道管９１を開放又は閉塞し得るよう
に上下に移動する構成となっている。
　即ち、図３２（イ）に示すように、貯水タンク１３内の水位がＬ４未満となった場合、
浮き部９６はＬ４よりも低い位置に移動すると共に、アーム部９３を介して、弁９５も下
方に移動することによって水道管９１が開放され、水道水が蛇口９２より供給される。
　また、図３２（ロ）に示すように、水道水や雨水が補給されて貯水タンク１３内の水位
がＬ４以上となった場合、浮き部９６がその浮力によって上方に移動すると共に、アーム
部９３を介して、弁９５が上方に移動することによって、水道管９１が閉塞され、水道水
の補給が止まる。
　従って、本実施例の植物栽培システム１８においては、雨水回収制御部８０、及び水道
水供給部９０を備えることによって、貯水タンク１３内に貯水される水の量は、常にその
水位が、Ｌ３～Ｌ４の間に維持されることとなる。
【００５７】
　また、図３０に示されるように、本実施例においては、貯水タンク１３を、植物栽培装
置よりも高い位置に設け、貯水タンク１３における給水管２０の取付け位置を水位Ｌ４よ
りも低い位置に設けており、給水管２０に設けた給水弁９８を開放すると位置エネルギー
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の差によって、貯水タンク１３内の水が植物栽培装置１６ｂ，２１に供給される仕組みと
なっている。
　従って以上より、本実施例の植物栽培システム１８においては、雨水と水道水とを併用
することによって、植物への潅水作業を完全に自動化することができる。
　尚、図示しないが、雨水回収制御部８０や汲み上げポンプ１２に必要とされる電力につ
いては、建物躯体の屋上等に設置された太陽光発電機器から供給されるような構成として
も良い。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】本発明の雨水集水装置を、建物躯体に形成された雨水排水口に設置したときの様
子を模式的に示した斜視図
【図２】本発明の雨水集水装置を、建物躯体に形成された雨水排水口に設置したときの様
子を模式的に示した断面図
【図３】本発明の雨水集水装置における貯水容器の斜視図
【図４】本発明の雨水集水装置（別実施形態）を、建物躯体に形成された雨水排水口に設
置したときの様子を模式的に示した断面図
【図５】本発明の雨水集水装置と植物栽培装置とを組み合わせて構築した植物栽培システ
ムを模式的に示した図
【図６】横姿勢における植物栽培装置の斜視図
【図７】縦姿勢における植物栽培装置の一部切欠き正面図
【図８】図２におけるIII－III線断面図
【図９】横姿勢における植物栽培装置の要部断面図
【図１０】縦姿勢における植物栽培装置の要部断面図
【図１１】縦姿勢における植物栽培装置の斜視図
【図１２】別の実施形態の横姿勢における植物栽培装置の斜視図
【図１３】別の実施形態の横姿勢における植物栽培装置の斜視図
【図１４】別の実施形態の植物栽培装置の分解斜視図
【図１５】別の実施形態の植物栽培装置の組立て過程を示す斜視図
【図１６】別の実施形態の植物栽培装置の組立て状態を示す斜視図
【図１７】本発明の雨水集水装置と植物栽培装置とを組み合わせて構築した植物栽培シス
テムを模式的に示した図
【図１８】植物栽培装置（第１実施形態）の表側の外観斜視図
【図１９】植物栽培装置（第１実施形態）の裏側の外観斜視図
【図２０】植物栽培装置（第１実施形態）の断面図
【図２１】植物栽培装置（第２実施形態）の外観斜視図
【図２２】植物栽培装置（第２実施形態）の断面図
【図２３】植物栽培装置（第２実施形態）の断面図
【図２４】植物栽培装置（第２実施形態）の外観斜視図
【図２５】植物栽培装置（第２実施形態（別形態））の断面図
【図２６】植物栽培容器の断面図
【図２７】植物栽培装置（第２実施形態（別形態））の断面図
【図２８】植物栽培装置（第３実施形態）の外観斜視図
【図２９】植物栽培装置（第３実施形態（別形態））の外観斜視図
【図３０】本発明の雨水集水装置と植物栽培装置とを組み合わせて構築した植物栽培シス
テムを模式的に示した図
【図３１】貯水容器及び取付け設置部の側面図（イ）及び平面図（ロ）
【図３２】貯水タンクの要部拡大図
【符号の説明】
【００５９】
１　雨水集水装置
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２　建物躯体
３　雨水排水口
４　排水路
５　貯水容器
５ａ　内筒部
５ｂ　外筒部
６　汲み上げ機構
７　導入口
８　貯水部
９　排水部
１０　つば部
１１　フィルター部
１２　汲み上げポンプ
１３　貯水タンク
１４　汲み上げ管
１５　挿入口
１６　植物栽培装置
１７　給水機構
１８　植物栽培システム
１９　給水ポンプ
２０　給水管

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９】

【図２０】



(22) JP 4886659 B2 2012.2.29

【図２１】 【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】 【図３０】

【図３１】 【図３２】
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